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環境局の仕事について

2024年3月千葉市職員採用説明会

脱炭素で磨き上げる千葉市の魅力／
千葉市における再資源化などの循環型社
会構築に向けた取組みについて



本日の内容
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◆ 自己紹介
◆ 環境局の全体像
◆ 脱炭素推進課の主な仕事
◆ 最後に
◆ 質疑応答

１ 脱炭素で磨き上げる千葉市の魅力

２ 千葉市における再資源化などの循環型社会構築に
向けた取組みについて

1. 資源循環部について
2. 廃棄物施設維持課の業務について
3. その他
4. 質疑応答



自己紹介
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所 属：環境局環境保全部脱炭素推進課

入 庁：２０１０年１０月（１４年目）

経 歴：2010.10～ 若葉区役所 保険年金課
2013.4～ 議会事務局 議事課
2018.4～ 財政局財政部 財政課
2022.4～ 環境局環境保全部 環境保全課

温暖化対策室
2023.4～ 環境局環境保全部 脱炭素推進課



環境局の全体像
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環境局 ２２５名（環境保全部 ６１名 資源循環部 １６２名）（R５.４.１時点）

局 部 課 室・事業所

環境局組織図（R6.7.1時点）

環
境
局

環
境
保
全
部

資
源
循
環
部

環境総務課

環境保全課

環境規制課

脱炭素推進課

廃棄物対策課

収集業務課

廃棄物対策施設維持課

廃棄物施設整備課

産業廃棄物指導課

若葉・緑環境事業所

花見川・稲毛環境事業所

中央・美浜環境事業所

新港清掃工場

北清掃工場

新浜リサイクルセンター

管理指導室

自然保護対策室

廃棄物埋立管理事務所

NEW

令和５年４月新設



脱炭素推進課の仕事
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脱炭素推進課の主な仕事
•千葉市地球温暖化対策実行計画
•計画に基づく取組みの推進
•脱炭素先行地域の取り組みの推進
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省エネなどによって二酸化炭素などの温
室効果ガス排出量の削減を行い、その
同量を森林などで吸収することで、排出
量と吸収量の差し引きをゼロにすること

・2020年 カーボンニュートラルを目指すことを宣言（国）

・2020年11月 「千葉市気候危機行動宣言」を公表（市）

→ 2050年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す

・2021年 地球温暖化対策計画を閣議決定（国）

※2030年度目標を温室効果ガス排出量46%削減（2013年度比）とする

・2023年3月 「千葉市地球温暖化対策実行計画」を策定（市）
→ 市域における温室効果ガス排出量の削減目標を設定

2019年台風15号・19号、10月の大雨による市内での被害→

カーボンニュートラルとは

・地球温暖化が原因とされる猛暑、豪雨などの気候変動は、もはや気候危機

千葉市地球温暖化対策実行計画について
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⚫業務・家庭・運輸部門の2030年度時点での必要削減量は2013年度比246万t-CO2です。

⚫千葉市での脱炭素に向けた施策により、2030年度までに106万t-CO2を削減する必要があります。

2030年度までに業務・家庭・運輸部門の温室効果ガス 48％の削減を目指すとともに、さらなる
高みとして 50％以上の削減を目指します（2013年度比）

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

業
務
・
家
庭
・
運
輸
部
門

（万t-CO2）

2018 2030 2050

バックキャスト

246万t-CO22013年比
削減量

516

2013

468

270

実質ゼロ

48%削減

市域の排出削減イメージ

部 門

2013年度

排出量

（基準年度）

2030年度

排出量

（目標年度）

2013年度比 2050年度

業務・家庭・

運輸部門
516 270 ▲48％

カーボン

ニュートラル

達成

産業部門 967 677 ▲30％

エネルギー転

換部門
18 10 ▲47％

その他部門 33 23 ▲30％

その他ガス 44 32 ▲27％

合 計 1,578 1,012 ▲36％

部門別の排出量削減目標
（万t-CO2）

千葉市地球温暖化対策実行計画について
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2030年度までに、2013年度比50％以上の削減 。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

市
役
所

（千t-CO2）

2020 2030

110千t-CO2
2013年比
削減量

2013

177

110

220

50％削減

千葉市役所の排出削減イメージ

部 門

2013年度

排出量

(基準年度)

2030年度

排出量

（目標年度）

2013年度比

公共施設 73 15

▲50％

廃棄物処理施設 112 78

下水道施設 33 16

公用車等 2 1

合 計 220 110

⚫市庁舎や学校などの公共施設では、みずから再生可能エネルギーを創出・消費する再エネの地産地消
推進等により、温室効果ガス排出量実質ゼロを目指します。

⚫公用車には電動車の導入を推進し、2030年度までに消防車両など代替できる電動車がない場合を
除き、すべての車両を電動車とします。

⚫清掃工場などの廃棄物処理施設や下水道施設では、それぞれの温室効果ガス削減目標を考慮すると
ともに、個別計画と整合を図りながら市役所全体としての削減目標を設定します。

（千t-CO2）
分野別の排出量削減目標

千葉市地球温暖化対策実行計画について
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⚫2050年カーボンニュートラルの実現に向けて再生可能エ
ネルギーの導入を積極的に実施することが重要となります。

⚫2050年での再生可能エネルギー導入ポテンシャルの最
大限活用を目指し、2030年度までに目標とすべき導入
量を算出しました。

2030年度までに981MWの再生可能エネルギーの導入を目指します。

981

2,589

177

再
エ
ネ
導
入
量

（MW）

2021 2030 2050

バックキャスト

再エネ導入目標

最大限の
再エネ導入

公共施設への導入 民間における導入

農地における導入 駐車場屋根への導入

建物外壁への導入 バイオマス利用

（出典）千葉市ホームページ （出典）NTTアノードエナジー公表資料

（出典）千葉エコ・エネルギー公表資料 （出典）協和ハウス公表資料

（出典）千葉トヨタ自動車公表資料 （出典）千葉市ホームページ

千葉市内の再生可能エネルギー導入事例

千葉市の再生可能エネルギー導入イメージ

千葉市地球温暖化対策実行計画について
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2050年カーボンニュートラルの実現に向けた柱ごとの施策を推進します。

千葉市地球温暖化対策実行計画について
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・集合住宅向け電気自動車充電設備設置費助成

・次世代自動車購入費助成

モ ビ リ テ ィ の ゼ ロ ・ エ ミ ッ シ ョ ン 化

水素燃料自動車 （FCV）
トヨタミライ

電気自動車（EV）の普及促進を図るため、中小事業者におけるEV
充電設備の設置等に係る費用の一部を助成

電気自動車（EV）の普及促進を図るため、集合住宅におけるEV充電設備の設置等に係る費用の一部
を助成

2050年脱炭素社会実現に向け、電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）及び水素
自動車（FCV）購入費用を助成

・中小事業者向け電気自動車充電設備設置費助成

実行計画に基づく取組みの推進

電気自動車 （EV）
日産リーフ
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・住宅用再エネ省エネ設備等設置費助成

住 宅 の ネ ッ ト ・ ゼ ロ ・ エ ネ ル ギ ー 化

脱炭素化や防災力強化を推進するため、再生可能エネルギー等設備（太陽光発電システム、
太陽熱利用システム、エネファーム、定置用リチウムイオン蓄電システム、窓の断熱改修、一般住宅用充給
電設備（V2H）等）の導入費用の一部を助成

市役所の率先行動 気候変動への適応

・避難所への再生可能エネルギー等導入事業

避難所となる公民館・市立学校に太陽光発電設備と蓄電池を導入

太陽光発電設備・蓄電池導入スキームのイメージ 停電時にも照明等を使える避難所に！

太陽光発電

蓄電池

蓄電自家
消費

太陽光発電の電力で、公民館・市立
学校等の電力を賄い、 蓄電池に
余剰電気をためる

平時
太陽光発電と蓄電池の電力
で、避難所の電気を確保する停電時

太陽光発電

蓄電池

蓄電
利用

太陽光パネル
（花見川小学校）

国庫補助金の活用や、
官民連携により、市の追加負担はゼロ！
第三者所有モデル（ＰＰＡ）により実施

+

実行計画に基づく取組みの推進



13

・脱炭素アドバイザー派遣事業

あ ら ゆ る 主 体 の 行 動 変 容

脱炭素・省エネへの取り組みを検討している市内中小事業者を対象に、課題解決を支援するため
の専門アドバイザーを派遣

・環境教育の推進

・事業者との連携

さまざまな事業者と協定を締結し、
温暖化対策に資する取組みを実施

市内小中学生や高校生など次代を担う若年世代を対象に、様々なイベントを企画、実施

脱炭素キャラクターコンテスト 植樹体験会プログラミング×脱炭素アイデアコンテスト

株式会社ウェザーニューズ協定締結
（2021.7）

ヤマト運輸株式会社協定締結
（2023.10）

実行計画に基づく取組みの推進



脱炭素先行地域について
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中国ブロック(8提案、9市町村）

鳥取県 鳥取市、米子市、境港市

島根県 松江市、邑南町

岡山県 瀬戸内市、真庭市、

西栗倉村

山口県 山口市

北海道ブロック(6提案、6市町村）

札幌市、苫小牧市、石狩市、奥尻町、

上士幌町、鹿追町

中部ブロック(10提案、1県10市

村）

富山県 高岡市

福井県 敦賀市

長野県 松本市、上田市、飯田市、

小諸市、生坂市

岐阜県 高山市

愛知県 名古屋市、岡崎市・愛知県九州・沖縄ブロック(11提案、29市町村）

福岡県 北九州市他17市町、うきは市

長崎県 長崎市

熊本県 熊本県・益城町、球磨村、あさぎり町

宮崎県 延岡市

鹿児島県 日置市、知名町・和泊町

沖縄県 宮古島市、与那原町

東北ブロック(9提案、2県9市村）

青森県 佐井村

岩手県 宮古市、久慈市、紫波町

宮城県 仙台市、東松島市

秋田県 秋田県・秋田市、大湯村

福島県 会津若松市・福島県

関東ブロック(15提案、16市町村）

茨城県 つくば市

栃木県 宇都宮市・吉賀町、日光市、 那須塩原市

群馬県 上野村

埼玉県 さいたま市

千葉県 千葉市、匝瑳市

神奈川県 横浜市、川崎市、小田原市

新潟県 佐渡市・新潟県、関川村

山梨県 甲斐市

静岡県 静岡市

近畿ブロック(11提案、1県11市町）

滋賀県 湖南市・滋賀県、米原市・滋賀県

京都府 京都市

大阪府 大阪市、堺市

兵庫県 姫路市、尼崎市、加西市、淡路市

奈良県 生駒市、三郷町

四国ブロック(4提案、5県市村）

高知県 須崎市・日高村、

北川市、梼原町、

黒潮町

R4 R5
合計

第1回 第2回 第3回 第4回

選定提案数 26 20 16 12 74
応募提案数 79 50 58 54 241

＜脱炭素先行地域とは＞

〇環境省が進めている事業であり、2050年カーボンニュートラル（脱炭素）に向けて、2030年度までに家庭部門や業務部門
の電力消費に伴うカーボンニュートラル （脱炭素）を実現する地域です。

〇環境省は、2025年度までに少なくとも100か所の地域を選定する予定です。
〇脱炭素化とともに、地域課題の解決と住民の暮らしの質向上を同時に実現することも、選定の重要な評価基準となっています。

選定されている市町村
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⚫ グリーン･レジリエント･コミュニティ

千葉市の脱炭素先行地域の主な取組み

⚫ グリーン･MICEエリア ⚫ グリーン･ZOOエリア

清掃工場で発電した
電力を公共施設に供給

モノレールを自営線として活用した
住宅地への電力供給

環境配慮イベントの実施

公共施設や日々の暮らしに密着したコン
ビニ等に太陽光発電や蓄電池を導入し、
安心な暮らしを実現します。また、清掃
工場で発電された電力を公共施設へ託
送し、再生可能エネルギーの地産地消
を推進します。

ZEH住宅や大型蓄電池、モノレール軌道
桁を活用した自営線の設置によりZEH住
宅エリアのエネルギーシェアリングに加えて、
動物公園やモノレール駅舎など住環境一体
での脱炭素モデルを構築し、市内他エリアに
展開することで定住人口の増加を目指しま
す。

MICE・商業施設の脱炭素化やナッジを活用し
た行動変容の促進、脱炭素の取組を支援する
補助金の創設により、世界に共感され、選ばれ
るグリーンMICEを実現し、交流人口の増加や
地域経済の活性化を図ります。

脱炭素先行地域とは

千葉市は2022年11月に脱炭素先行地域に選定されており、
脱炭素で磨き上げる都市の魅力～「行きたい」、「住みたい」、「安心できる」千葉市へ～

をテーマに脱炭素化に取り組んでいます。

脱炭素先行地域は、2030年度までに「家庭部門と業務部門から構成されている民生部門の電力消費に
伴うCO2排出の実質ゼロ」を実現する地域。
千葉市は脱炭素社会の実現に向けて取組みを進める先行的なモデル地域として選ばれました。

脱炭素先行地域について



千葉市の特長である都市と自然の魅力をそれぞれ活かし、
人が集い、住まう、安心できるまちを実現します。

千葉市の脱炭素先行地域の取組み一覧のイメージ

ナッジ等による
行動変容の促進

国際会議等の誘致に
向けた補助金の創設

幕張メッセのLED化

エネルギーシェアリングタウン
の創設・推進

清掃工場の
バイオマス電力の活用

公共施設への
太陽光発電等の導入

公用車の電動化

コンビニへの
太陽光発電の導入

ZEH住宅の整備

モノレールの軌道桁を
活用した自営線の新設

大規模蓄電池の設
置

EVカーシェア等の導入

バイオマス
循環と

吸収源対策

動物公園への
バイオマス熱ボイラー導入



最後に…
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仕事内容について

• 脱炭素という新たな分野を担当するため定型業務が少ない

⇒自由な発想でできる仕事が多い

• 脱炭素は色んな分野とつながっている

⇒補助金業務から事業者と連携した取組み、各種イベント企画、

環境教育の推進など幅広な仕事を担当することができる

職場環境について

• 有給休暇(半日休、時間休含め)はもちろん、育児休暇、育児に伴う時短勤務等、

プライベートの充実やライフイベントへの配慮は図られている

• 局内の人と、仕事だけでなく、プライベートでも交流がある人も多い

• 職場の風通しもよい

• 業務が集中すると残業をすることもあるが課のほとんどの職員は

１８時には帰宅している ※仕事はメリハリが大事
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環境局資源循環部の仕事について

2024年3月

千葉市職員採用説明会

千葉市における再資源化などの循環型社会

構築に向けた取組みについて



本日の内容
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１． 資源循環部について

２．廃棄物施設維持課の業務について

３. その他

４. 質疑応答

ごみ削減キャラクター
へらそうくん
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１．資源循環部について

１．資源循環部について



１．資源循環部について
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局 部 課 所・工場・室

環
境
局

資
源
循
環
部

廃棄物対策課

収集業務課

中央・美浜環境事業所

花見川・稲毛環境事業所

若葉・緑環境事業所

廃棄物施設維持課
新港清掃工場

北清掃工場

新浜リサイクルセンター

廃棄物埋立管理事務所廃棄物施設整備課

産業廃棄物指導課 監視指導室



産業廃棄物指導課

•事業者が排出する

ごみの指導

• 計画策定

• 普及・啓発

廃棄物

対策課

• ごみ収集

運搬

• し尿・浄

化槽関係

収集

業務課

• 焼却処理

• 資源化処理

• 施設の

維持管理

廃棄物

施設

維持課

１．資源循環部について
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廃棄物施設整備課

•新清掃工場等の整備
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２．廃棄物施設維持課の業務について

２．廃棄物施設維持課の業務について
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２．廃棄物施設維持課の業務について

廃 棄 物 施 設 維 持 課

（１）清掃工場などの施設の総括

（２）廃棄物処理施設等の維持管理



北清掃工場

２（１）清掃工場などの施設の総括について
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各施設の紹介

新港清掃工場

・竣工：平成８年１０月
・最大５７０ｔ/日の可燃ごみを焼却
（１９０ｔ/２４ｈ×３基）

・竣工：平成１４年１２月
・最大４３５ｔ/日の可燃ごみを焼却
（１４５ｔ/２４ｈ×３基）

どちらの施設も可燃ごみを処理



２（１）清掃工場などの施設の総括について
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新浜リサイクルセンター
新内陸最終処分場

不燃ごみ・粗大ごみ・資源物を処理 焼却灰等の埋立

・稼働開始：平成７年４月
・破砕設備：１２５ｔ/５ｈ
・資源選別設備：９５ｔ/５ｈ
【缶類５０ｔ、びん類４５ｔ】 ・埋立開始：平成１２年９月～



２（１）清掃工場などの施設の総括について
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幕張クリーンセンター衛生センター

・竣工：平成７年８月
・処理能力：１７３㎘/日

・稼働開始：平成７年３月

し尿及び浄化槽汚泥の受入れ
空気輸送システムを利用し、幕張ベ
イタウン地区のごみ収集を行う

幕張ベイタウン地区にはごみステーションがない！
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（１）清掃工場などの施設の総括について

２（１）清掃工場などの施設の総括について

廃棄物施設維持課では、２つの清掃工場、リサ
イクルセンター、廃棄物埋立管理事務所との
連絡調整や意見の取りまとめを行います。

また、衛生センターや幕張クリーンセンターな
どの施設もあり、日々連絡をとって業務を進
めています。



２（２）廃棄物処理施設等の維持管理について
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・各施設の運転管理状況の確認（毎月、運転管

理報告会へ出席）

・委託業務・修繕等の発注及び現場立会い

施設の維持管理において一番楽しいことは、
現場に行き、施設の理解を深められること！

現場に行ったときに何気なく目に入ったもの
が本庁での勤務で活きることがあります！

（２）廃棄物処理施設等の維持管理について



２（２）廃棄物処理施設等の維持管理について
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例えば、ごみ収集車
がごみを捨てている
場所の雰囲気だけで
も知っておくと、連
絡調整時にイメージ
がわきやすい。
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２（２）廃棄物処理施設等の維持管理について

施設をただ維持管理しているわけではなく
様々な取り組みをしています。

ごみを焼却して発電

発電した電気を
車へ充電

ごみ焼却によって発生
した灰を溶融し資源化

スラグで作ったブロック
を敷いた歩道



３ その他
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職場の雰囲気について
・同僚とは仕事の話だけでなく、雑談をすることもあ
り、明るい雰囲気です！

・残業、あります。
でも先輩方がフォローしてくれるので頑張れます！

・休暇を取りやすい！
令和５年度は今日までに１７日ほど取得しています

・育児休業を取得している職員もいます（男性職員）
・同期との交流は、５年目の今でもあります！
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ご清聴ありがとうございました。


